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I . は じ め に
我 が 国 で は 人 口 の 高 齢 化 と 家 族 形 態 の 変 化 に よ っ て ， 高 齢 者 夫 婦 世 帯 の 増 加 と と も に 単 独 世 帯 の 高 齢 者
が 急 速 に 増 加 し て い る ' ) 。 平 成 2 9 年 に お い て 6 5 歳 以 上 人 口 は ,3 5 1 5 万 人 と な り ， 高 齢 化 率 は 2 7 . 7 % と な っ
て い る 。 ま た ， 平 成 2 8 年 に お け る 6 5 歳 以 上 の 世 帯 員 が い る 一 般 世 帯 は 2 4 1 6 万 5 千 世 帯 と 全 世 帯 の 4 8 . 4 % を
占 め て い る 。 夫 婦 の み の 世 帯 が 一 番 多 く 約 3 割 を 占 め て お り ， 単 独 世 帯 と 合 わ せ る と 半 数 を 超 え る 状 況 で
あ る ' ) 。 今 後 も ， 高 齢 単 独 世 帯 は さ ら に 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ て い る 2 ) 。 地 域 別 に み る と ， 鹿 児 島 県 の
高 齢 化 率 は 高 く ， 平 成 2 9 年 に お け る 総 人 口 は ,1 6 2 6 千 人 ,6 5 歳 以 上 人 口 は 5 0 1 千 人 と ， 高 齢 化 率 3 0 . 8 % に
達 し て い る ' ) 。 約 3 人 に 1 人 が 高 齢 者 と い う 超 高 齢 社 会 と な っ て い る 。 ま た ， 総 人 口 に 占 め る 7 5 歳 以 上 の 高
齢 者 の 割 合 は ， 平 成 2 8 年 に は 1 3 . 3 % と な っ て お り ， 今 後 も 増 加 傾 向 が 続 き ， 総 人 口 に 占 め る 割 合 は 一 層 大
き な も の に な る と 見 込 ま れ て い る 2 ) 。 市 町 村 別 高 齢 化 率 の 状 況 を み る と 。 高 齢 化 率 が 最 も 低 い の は 鹿 児 島
圏 域 で ， 2 5 . 9 ％ で あ る 。 6 5 歳 以 上 世 帯 員 の い る 一 般 世 帯 は 一 般 世 帯 の 4 3 . 1 % で ，こ の う ち 6 5 歳 以 上 の 単 独
世 帯 は 一 般 世 帯 の 1 5 . 3 % , 高 齢 夫 婦 世 帯 は 一 般 世 帯 の 1 4 . 0 % と な っ て い る 3 ) 。
一 人 暮 ら し で の 生 活 期 間 が 長 く な れ ば ， 社 会 的 孤 立 に 陥 る 可 能 性 が 高 く な る と 考 え ら れ る 。 一 人 暮 ら し
高 齢 者 は ， 人 と の 交 流 が 希 薄 と な り ， 社 会 的 孤 立 が 指 摘 さ れ て お り ， 約 4 割 が 孤 独 死 を 身 近 に 感 じ て い る 2 1 。
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ま た ， 高 齢 者 が 一 人 暮 ら し に 至 る 背 景 に は ， 配 偶 者 と の 死 別 や 同 居 家 族 の 事 情 に よ る も の な ど 様 々 な 要 因
が 考 え ら れ ， そ れ ら の 要 因 が 高 齢 者 の 心 身 の 状 態 に 少 な か ら ず 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と は 否 定 で き な い 。
今 後 も 三 世 代 が 同 居 す る 世 帯 は 減 少 し ， 一 人 幕 ら し の 高 齢 者 や 高 齢 者 夫 婦 の み の 世 帯 が 大 半 を 占 め る こ と
が 推 測 さ れ て い る 現 状 に あ っ て ， 高 齢 者 と 子 ど も や 孫 な ど の 家 族 と の 付 き 合 い は 少 し ず つ 減 少 傾 向 に あ
る 。 こ の よ う な 社 会 的 交 流 の 減 少 は ， 高 齢 者 の 社 会 的 孤 立 ． 抑 う つ や 不 眠 な ど の 増 加 を 助 長 し ， 高 齢 者 の
Q O L 低 下 に つ な が る た め ， 地 域 で 暮 ら す 高 齢 者 が 他 者 と の 交 流 を し や す い 環 境 を 提 供 す る こ と が よ り 必
要 と 考 え ら れ る 。
一 方 ， 超 高 齢 社 会 と な っ た 我 が 国 で は ， 高 齢 者 の 3 人 に 1 人 が 睡 眠 に 対 し て 何 ら か の 問 題 を 有 し て お り ，
高 齢 者 の 睡 眠 は 重 大 な 社 会 問 題 と し て 認 識 さ れ て い る 4 ) 。 高 齢 期 に お い て は ， 加 齢 に 伴 う サ ー カ デ イ ア ン
リ ズ ム の 崩 れ が 入 眠 障 害 や 中 途 覚 醒 な ど の 不 眠 症 状 を も た ら す と 考 え ら れ て い る 。 ま た ， 睡 眠 と 生 活 習 慣 ，
社 会 的 交 流 と 抑 う つ と の 関 連 が 指 摘 さ れ て お り ， 一 人 暮 ら し に よ る 孤 立 ・ 不 安 が 高 齢 者 の 睡 眠 の 質 を 低 下
さ せ る 要 因 の 一 つ で あ る と 考 え ら れ て い る 。 睡 眠 一 覚 醒 リ ズ ム を 整 え る た め の 同 調 因 子 に は ， 光 を は じ め ，
運 動 や 食 事 ， 社 会 的 交 流 な ど が あ る 。 こ の 社 会 的 交 流 の 一 つ で あ る 楽 し い 会 話 は ， 短 時 間 で あ っ て も 自 律
神 経 系 の 働 き を 活 発 化 し ， 終 了 後 に 心 の 充 実 感 や リ ラ ッ ク ス 効 果 が 増 加 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 5 ) 。 こ
れ ま で に も 会 話 交 流 と 睡 眠 と の 関 連 に つ い て 検 討 さ れ ， そ の 効 果 が 報 告 さ れ て い る 6 ) が ， 鹿 児 島 県 に お け
る 調 査 は 見 当 た ら な い 。 鹿 児 島 県 で は ， 今 後 も 一 人 暮 ら し の 後 期 高 齢 者 が 増 加 す る こ と が 予 測 さ れ て い る
た め ， 高 齢 者 の 会 話 に よ る 社 会 的 交 流 が 促 進 さ れ る な ら ば ， 睡 眠 や 高 齢 者 う つ 状 態 の 予 防 が 期 待 で き ， 高
齢 者 の Q O L 向 上 に 寄 与 す る と 考 え ら れ る 。
本 研 究 で は ， 鹿 児 島 市 谷 山 地 区 を 分 析 対 象 地 域 と し ， 抑 う つ の 背 景 に あ る 不 眠 に 注 目 し ， 高 齢 者 一 人 暮
ら し 世 帯 （ 以 下 ， 一 人 暮 ら し 世 帯 ） と 高 齢 者 夫 婦 世 帯 （ 以 下 ， 夫 婦 世 帯 ） の 睡 眠 と 精 神 的 健 康 お よ び 会 話
交 流 の 実 態 に つ い て 明 ら か に し ， 心 身 の 健 康 に 配 慮 し た 高 齢 者 の 支 援 の あ り 方 を 検 討 す る た め の 示 唆 を 得
る こ と を 目 的 と し た 。
Ⅱ 、 研 究 目 的
谷 山 地 区 在 住 の 高 齢 者 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 に お け る 睡 眠 と 精 神 的 健 康 お よ び 会 話 交 流 の 実 態 に つ
い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。
Ⅲ 、 研 究 方 法
1 ． 対 象 者
対 象 者 は ， 鹿 児 島 市 谷 山 地 区 に 居 住 す る 6 5 歳 以 上 の 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 の 2 0 2 名 で あ る 。
2 ． 調 査 期 間
平 成 3 0 年 8 月 か ら 9 月 の l か 月 間
3 ． 調 査 方 法
1 ） 質 問 紙 調 査
質 問 紙 は ， 基 本 属 性 ， 社 会 的 活 動 ， 高 齢 者 う つ 状 態 ， 睡 眠 行 動 ， 会 話 交 流 に つ い て の 質 問 群 で 構 成 さ れ
て い る 。
( 1 ) 基 本 属 性 ： 世 帯 種 別 ， 性 別 ， 年 齢 ， 身 長 ， 体 重 配 偶 者 の 有 無 ， 子 ど も の 有 無 の 8 項 目 と し た 。
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（ 2 ） 社 会 的 活 動 ： 日 常 的 な 活 動 内 容 ， 外 出 の 頻 度 ， 重 要 な 相 談 相 手 の 3 項 目 と し た 。
（ 3 ） 高 齢 者 う つ 状 態 ： 自 記 式 質 問 票 で あ る G e r i a t r i c D e p r e s s i o n S c a l e 簡 易 版 （ 以 下 , G D S ) 7 8 ) を 用 い た o
G D S は 1 5 個 の 項 目 か ら な る う つ 評 価 ス ケ ー ル で あ り ，「 は い 」 「 い い え 」 で 回 答 し , 0 点 , 1 点 が 配 点 さ れ
1 5 点 満 点 と な っ て い る 。 6 点 以 下 を う つ 傾 向 な し ,6 点 ～ 1 0 点 を う つ 傾 向 あ り ,1 1 点 以 上 で う つ 状 態 と 評 価
さ れ る 。 ま た ， 「 う っ 気 分 」 「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 低 下 」 「 エ ネ ル ギ ー 減 退 」 の 3 因 子 か ら 成 り 立 つ ， 信 頼 ・ 妥
当 性 の あ る 評 価 票 で あ る 。
（ 4 ） 睡 眠 行 動 ： 個 人 の 睡 眠 の 質 の 評 価 に 標 準 化 さ れ た 自 記 式 質 問 票 で あ る ピ ッ ツ バ ー グ 睡 眠 質 問 票 日 本
版 ( J a p a n e s e v e r s i o n o f P S Q I; p S Q I _ J ) 9 ･ 1 0 ) を 用 い た 。 質 問 は 過 去 ' 力 月 に お け る 睡 眠 状 態 に 関 し て 尋 ね た
も の で あ り ， 睡 眠 障 害 の 評 価 と し て 広 く 使 用 さ れ て い る 。 P s Q I - J は ,1 8 項 目 か ら 成 る 質 問 紙 で あ り ， 「 睡
眠 の 質 ｣ ， 「 睡 眠 時 間 ｣ ， 「 入 眠 時 間 ｣ ， 「 睡 眠 効 率 ｣ ， 「 睡 眠 困 難 ｣ ， 「 眠 剤 使 用 ｣ ， 「 日 中 の 眠 気 な ど に よ る 日 常
生 活 へ の 支 障 」 の 7 つ の 下 位 尺 度 か ら 構 成 さ れ て い る 。 信 頼 性 ． 妥 当 性 の あ る 調 査 票 で あ り ， 得 点 は ， 各
下 位 尺 度 の 得 点 （ 0 ～ 3 点 ） を 加 算 し ， 総 合 得 点 （ 0 ～ 2 1 点 ） を 算 出 す る 。 P s Q I - J は ,5 点 以 下 を 睡 眠 障 害
な し ， 6 点 以 上 を 睡 眠 障 害 あ り と し ， 6 ～ 8 点 を 軽 度 障 害 ’ 9 点 以 上 を 高 度 障 害 と し た 。 本 尺 度 で は ’ 得 点 が
高 い ほ ど 睡 眠 が 害 さ れ て い る と 判 定 さ れ る 。
( 5 ) 会 話 交 流 : 最 近 一 か 月 位 を 目 安 と し た 普 段 の 平 均 的 な 会 話 交 流 の 状 態 を 把 握 す る た め に 調 査 項 目 は ，
会 話 交 流 の 嗜 好 ， 満 足 す る 会 話 交 流 の 相 手 ， 楽 し い 話 題 ， 一 日 の 会 話 交 流 回 数 ， 一 日 の 楽 し い 会 話 交 流 回
数 ， 会 話 交 流 の 場 所 ， 一 回 の 会 話 交 流 時 間 ， 一 日 の 会 話 交 流 時 間 ， 会 話 交 流 の 効 果 の 9 項 目 6 ) と し た 。
2 ） 対 象 地 区 の 概 要
谷 山 地 区 は ， 永 田 川 ， 和 田 川 等 の 下 流 域 沿 岸 の 平 坦 地 と そ れ ら を 囲 む 丘 陵 地 ， 内 陸 の 山 間 地 臨 海 部 の
埋 立 造 成 地 お よ び 自 然 海 岸 で 構 成 さ れ て い る 。 交 通 結 節 点 で あ る J R 谷 山 駅 の 周 辺 に お い て は ， 幹 線 道 路
の 混 雑 や 中 心 商 店 街 の 活 力 低 下 が 見 ら れ る 。 臨 海 部 に お い て は ’ 谷 山 港 の 港 湾 機 能 を 生 か し ， 飼 料 ， 機 械 ，
金 属 ， 食 品 印 刷 等 の 製 造 業 や 卸 商 業 団 地 が 形 成 さ れ て い る 。 平 川 地 区 で は ， 野 菜 や 果 樹 ・ 畜 産 等 の 農 業
が 行 わ れ て い る 。 谷 山 地 区 は 権 現 ヶ 尾 か ら 烏 帽 子 岳 に い た る 広 大 な 山 林 や 平 川 の 海 岸 な ど ， 豊 か な 自 然 環
境 に 恵 ま れ て い る 。 平 川 地 区 に は ， レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 を 有 し た 平 川 動 物 公 園 ， 錦 江 湾 公 園 ヨ ッ ト ハ ー
バ ー 等 の 施 設 が あ る , , ) 。 平 成 2 8 年 の 谷 山 地 区 の 人 口 は 1 6 0 , 3 3 6 人 で あ り ， 前 年 に 比 べ 0 . 1 % 人 口 が 増 え て お
り ， 谷 山 地 区 の 人 口 は 近 年 増 加 傾 向 に あ り ， ま た ， 世 帯 数 は 6 6 , 6 5 6 世 帯 で あ り ， 前 年 に 比 べ l . 0 % 増 え て い
る 1 2 ) ｡
4 ． 分 析 方 法
対 象 者 を 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 の 2 群 に 分 類 し 各 群 の 特 性 を 比 較 検 討 し た 。 基 本 属 性 ， 社 会 的 活 動 ，
高 齢 者 う つ 状 態 睡 眠 行 動 ， 会 話 交 流 は 基 本 統 計 量 を 算 出 し た 。 分 析 方 法 は ， 連 続 変 量 に つ い て は t 検 定
を 用 い ， 離 散 変 量 に つ い て は X 2 検 定 ま た は F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。 睡 眠 行 動 ( P s Q I - J ) と 高 齢 者
う つ ( G D S ) と の 相 関 お よ び 高 齢 者 う つ と 睡 眠 お よ び 会 話 交 流 と の 分 析 に は S p e a r m a n 順 位 相 関 係 数 を 用
い た 。 な お ， 有 意 水 準 5 ％ 未 満 を 有 意 差 あ り と し ， 統 計 処 理 は 統 計 解 析 ソ フ ト I B M S P S S S t a t i s t i c s
V e r 2 1 . 0 を 使 用 し た 。
5 ． 倫 理 的 配 慮
ま ず ， 鹿 児 島 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長 と 各 谷 山 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長 に 対 し て 本 研 究
の 主 旨 や 方 法 ， 結 果 の 処 理 ， 研 究 の 参 加 に 同 意 し な か っ た 場 合 で も 不 利 益 を 受 け な い こ と 等 の 説 明 を 行 っ
た 。 そ の 後 鹿 児 島 市 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長 と 各 谷 山 地 区 民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 会 長 よ り 同 意 を
得 た 。 次 に ， 谷 山 地 区 の 研 究 協 力 者 に 対 し ， 研 究 協 力 依 頼 書 自 記 式 質 問 紙 を 配 布 し た 。 研 究 協 力 依 頼 書
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に は ， 本 研 究 の 主 旨 や 方 法 ， 結 果 の 処 理 ， 知 I ) 得 た 情 報 の 匿 名 性 を 厳 守 す る と と も に 研 究 の 参 加 に 同 意 し
な か っ た 場 合 で も 不 利 益 を 受 け な い こ と ， 家 族 等 に よ る 代 理 人 の 回 答 も 可 能 で あ る こ と ， 本 研 究 以 外 に は
使 用 し な い こ と を 明 記 し ， 個 人 で の 調 査 票 回 収 に 応 じ た こ と を も っ て 研 究 に 同 意 し た と み な す こ と を 記 載
し た 。
6 ． 用 語 の 定 義
1 ） 会 話 交 流 ： 高 齢 者 が 家 族 ・ 親 戚 ・ 友 人 等 と 言 語 的 に 会 話 を す る こ と で あ り ， 電 話 や メ ー ル で の 手 段
も 含 む 6 ) 。
2 ） 睡 眠 の 質 ： 主 観 的 な 睡 眠 の 質 の 評 価 と す る 。
3 ） 入 眠 時 間 ： 主 観 的 な 睡 眠 潜 時 で あ り ， 寝 床 に つ い て か ら 眠 る ま で に か か っ た 時 間 （ 分 ） と す る 。
4 ） 睡 眠 時 間 ： 夜 間 の 総 睡 眠 時 間 と す る 。
5 ） 睡 眠 効 率 ： 総 睡 眠 時 間 ／ 床 内 時 間 （ 就 床 時 刻 一 起 床 時 刻 ） × 1 0 0 で 算 出 す る 。
6 ） 日 中 覚 醒 困 難 ： 日 中 の 過 眠 と 意 欲 の 持 続 の 程 度 の 評 価 と す る 。
Ⅳ 、 結 果
1 ． 対 象 者 の 概 要
研 究 協 力 の 得 ら れ た 2 0 2 人 の う ち 1 5 7 人 を 分 析 対 象 と し た 。 有 効 回 答 率 は 7 7 . 7 ％ で あ っ た 。 対 象 者 の 概 要
を 表 l に 示 し た 。
表 1 対 象 者 の 概 要
全 体
n = 1 5 7
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
項 目
P 値
-
0 . 0 5； 。
性 別 （ ％ ） 男 性
女 性
( 5 0 . 3 ）
( 4 9 . 7 ）
( 6 . 5 8 ）
( 3 6 . 9 ）
( 6 3 . l )
( 3 . 0 1 )
( 3 7 . 6 ）
( 6 1 . 8 )
( 8 6 . 0 ）
( 1 4 . 0 ）
( 4 4 . 7 ）
( 5 5 . 3 ）
( 6 . 4 6 ）
( 2 9 . 1 )
( 7 0 . 9 ）
( 3 . 1 5 )
（ 4 . 9 ）
( 9 5 . 1 )
( 8 2 . 5 ）
( 1 7 . 5 )
3 3 ( 6 1 . 1 )
2 1 ( 3 8 . 9 )
7 5 . 0 （ 6 . 4 3 ）
2 8 ( 5 1 . 9 )
2 6 （ 4 8 . 1 ）
2 2 . 8 （ 2 . 7 8 ）
5 4 ( 1 0 0 . 0 )
0 （ 0 . 0 0 ）
5 0 （ 9 2 . 6 ）
4 （ 7 . 4 ）
7 9
7 8
7 6 ． 9
5 8
9 9
2 2 ． 8
5 9
9 7
1 3 5
2 2
4 6
5 7
7 7 ． 9
3 0
7 3
2 2 ． 0
5
9 7
8 5
1 8
年 齢 ( S D )
年 齢 区 分 （ ％ ）
0 ． 0 0 8 1． ．
i
0 ． 0 0 51 。 。6 5 歳 ～ 7 4 歳
7 4 歳 以 上
B M I( S D )
配 偶 者 の 有 無 （ ％ ）
0 . 9 7 21 n . s
0 . 0 0 0 I ｡ ｡ ･
あ り
な し
あ り
な し
子 ど も の 有 無 （ ％ ）
0 . 0 9 5 1~ 『
( 注 ） カ テ ゴ リ ー 変 数 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は 2 × 2 表 の F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。
年 齢 . B M I( B o d y M a t h l n d e x ) の 検 定 は t 検 定 を 用 い た 。
･ ･ ･ P < 0 . 0 0 1･ ･ P < 0 . 0 1。 P < 0 . 0 5f P < 0 . l On . s: n o n s i g n i 6 c a n t
一 人 暮 ら し 世 帯 1 0 3 人 （ 6 5 . 6 ％ ) ， 夫 婦 世 帯 5 4 人 （ 3 4 . 4 ％ ) ， 男 性 7 9 人 （ 5 0 . 3 ％ ) ， 女 性 7 8 人 （ 4 9 . 7 ％ ） で あ っ
た 。 平 均 年 齢 は 7 6 . 9 ± 6 . 5 8 歳 で あ っ た 。 前 期 高 齢 者 5 8 人 （ 3 6 . 9 ％ ) ， 後 期 高 齢 者 9 9 人 ( 6 3 . 1 % ) で あ っ た 。
B M I 平 均 は 2 2 . 8 ± 3 . 0 1 % で あ っ た 。 配 偶 者 あ り 3 7 . 6 % , 配 偶 者 な し 6 1 . 8 % , 子 ど も あ り 8 6 . 0 % , 子 ど も な し
1 4 . 0 % で あ っ た 。
一 人 暮 ら し 世 帯 の 男 性 は 4 4 . 7 ％ ， 女 性 は 5 5 . 3 ％ ， 夫 婦 世 帯 の 男 性 6 1 . 1 % , 女 性 は 3 8 . 9 % と ， 一 人 暮 ら し 世
帯 は 女 性 が 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 男 性 が 多 か っ た ( P < 0 . 0 5 ) 。
平 均 年 齢 は 一 人 暮 ら し 世 帯 7 7 . 9 ± 6 . 4 6 歳 夫 婦 世 帯 7 5 . 0 ± 6 . 4 3 歳 と ， 一 人 暮 ら し 世 帯 の 平 均 年 齢 が 高 か つ
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た ( t = 2 . 7 0 6 ,P < 0 . 0 5 ) 。 一 人 暮 ら し 世 帯 の 前 期 高 齢 者 は 2 9 . 1 % , 後 期 高 齢 者 は 7 0 . 9 % , 夫 婦 世 帯 の 前 期
高 齢 者 は 5 1 . 9 % , 後 期 高 齢 者 は 4 8 . 1 % と ， 一 人 暮 ら し 世 帯 は 後 期 高 齢 者 が 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 前 期 高 齢 者 が
多 か っ た ( P < 0 . 0 1 ) ｡ B M I 平 均 は 一 人 暮 ら し 世 帯 2 2 . 0 ± 3 . 1 5 % , 夫 婦 世 帯 2 2 . 8 ± 2 . 7 8 % と ， 各 世 帯 と も に
B M I の 優 位 差 を 認 め な か っ た ( t = 0 . 3 5 0 ,P = 0 . 9 7 2 ) 。 一 人 暮 ら し 世 帯 の 配 偶 者 あ り 4 . 9 % , 配 偶 者 な し
9 5 . 1 % , 夫 婦 世 帯 の 配 偶 者 あ り 1 0 0 ． 0 % , 配 偶 者 な し 0 . 0 0 % と ， 一 人 暮 ら し 世 帯 の 配 偶 者 な し が 多 か っ た ( P
< 0 . 0 0 1 ) 。 一 人 暮 ら し 世 帯 の 子 ど も あ り 8 2 . 5 % , 子 ど も な し 1 7 . 5 % , 夫 婦 世 帯 の 子 と ． も あ り 9 2 . 6 % , 子 ど も
な し 7 . 4 ％ と ， 各 世 帯 と も に 子 ど も あ り が 多 く ， 夫 婦 世 帯 の 子 ど も あ り が 多 い 傾 向 を 認 め た ( P < 0 . 1 0 ) 。
2 ． 高 齢 者 う つ 状 態
G D S 得 点 の 平 均 は 2 . 9 ± 3 . 0 8 点 で あ り ， 最 小 値 は 0 点 ， 最 大 値 は 1 5 点 で あ っ た 。う つ 傾 向 な し 8 2 . 2 % ,う
つ 傾 向 1 5 . 3 % ,う つ 状 態 2 . 5 % で あ っ た 。
G D S 得 点 の 平 均 は 一 人 暮 ら し 世 帯 3 . 3 ± 3 . 2 6 点 ， 夫 婦 世 帯 2 . 1 ± 3 . 2 6 点 と ， 一 人 暮 ら し 世 帯 の G D S 得 点 が
高 か っ た ( t = 2 . 3 3 4 ,P < 0 . 0 5 ) 。 一 人 暮 ら し 世 帯 の う つ 傾 向 な し 7 8 . 6 % ,う つ 傾 向 1 8 . 5 % ,う つ 状 態 2 . 0 %
で あ り ， う つ 傾 向 ま た は う つ 状 態 の 人 が 2 1 . 4 ％ で あ っ た 。 一 方 ， 夫 婦 世 帯 の う つ 傾 向 な し 8 8 . 9 ％ ，う つ 傾
向 9 . 3 ％ ， う つ 状 態 1 . 8 % と で あ り ，う つ 傾 向 ま た は う つ 状 態 の 人 が 1 1 . 1 % で あ っ た 。 優 位 差 を 認 め な か っ
た が ， 各 世 帯 と も う つ 傾 向 な し が 多 く ， 夫 婦 世 帯 よ り も 一 人 暮 ら し 世 帯 に う つ 傾 向 ま た は う つ 状 態 の 人 が
多 か っ た （ 表 2 - 1 ) ｡ G D S の 下 位 項 目 の 度 数 を 表 2 - 2 に 示 し た 。
表 2 - 1 高 齢 者 う つ 状 態
全 体
n = 1 5 7
2 ． 9 （ 3 . 0 8 ）
1 2 9 ( 8 2 . 2 )
2 4 ( 1 5 . 3 )
4 （ 2 . 5 ）
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
3 ． 3 （ 3 . 2 6 ）
8 1 ( 7 8 . 6 )
1 9 ( 1 8 . 5 )
3 （ 2 . 9 ）
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
2 . 1 ( 2 . 5 5 )
4 8 （ 8 8 . 9 ）
5 （ 9 . 3 ）
l ( 1 . 8 )
項 目
P 値
0 . 0 2 1i ･
0 . 2 7 7 ; n . s
G D S 得 点 ( S D )
G D S 得 点 区 分 ( % )
6 点 以 下 （ う つ 傾 向 な し ）
6 点 ～ 1 0 点 （ う つ 傾 向 ）
l l 点 以 上 （ う つ 状 態 ）
( 注 ) G D S 得 点 区 分 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は F i s h e r の 直 接 確 率 法 を j l l い た 。 G D S 得 点 の 検 定 は t 検 定 を 用 い た 。
｡ P < 0 . 0 5n . s : n o n s i g n i 6 c a n t
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表 2 - 2 高 齢 者 う つ 状 態 ( G D S ) 下 位 項 目
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
全 体
n = 1 5 7
P 値
0 . 1 5 i n . s
下 位 項 目
l 今 の 生 活 に 満 足 し て い ま す か
( 8 7 . 0 ）
( 1 3 . 0 )
( 7 . 4 ）
( 9 2 . 6 ）
（ 5 . 6 ）
( 9 4 . 4 ）
( 1 4 . 8 )
( 8 5 . 2 ）
( 8 8 . 9 ）
( 1 1 . 1 )
( 1 3 . 0 )
( 8 5 . 2 ）
( 8 8 . 9 ）
（ 9 . 3 ）
( 1 3 . 0 )
( 8 7 . 0 ）
( 2 5 . 9 ）
( 7 2 . 2 ）
( 1 3 . 0 )
( 8 3 . 3 ）
( 9 2 . 6 ）
（ 5 . 6 ）
（ 5 . 6 ）
( 9 4 . 4 ）
( 6 6 . 7 ）
( 3 3 . 3 ）
（ 5 . 6 ）
( 9 4 . 4 ）
( 3 5 . 2 ）
( 5 9 . 3 ）
( 7 6 . 7 ）
( 2 2 . 3 ）
( 1 7 . 5 )
( 8 0 . 6 )
( 1 4 . 6 ）
( 8 5 . 4 ）
( 1 5 . 5 )
( 8 3 . 5 ）
( 7 4 . 8 ）
( 2 2 . 3 ）
( 1 4 . 6 )
( 8 4 . 5 ）
( 7 4 . 8 ）
( 2 3 . 3 ）
( 2 4 . 3 ）
( 7 4 . 8 ）
( 2 9 . 1 )
( 6 8 . 0 ）
( l l . 7 )
( 8 8 . 3 ）
( 8 1 . 6 )
( 1 5 . 5 )
( 1 0 . 7 )
( 8 8 . 3 ）
( 5 3 . 4 ）
( 4 4 . 7 ）
( 1 7 . 5 )
( 8 0 . 6 ）
( 4 6 . 6 ）
( 4 9 . 5 ）
( 8 0 . 3 )
( 1 9 . 1 )
( 1 4 . 0 )
( 8 4 . 7 ）
( 1 1 . 5 ）
( 8 8 . 5 ）
( 1 5 . 3 )
( 8 4 . 1 )
( 7 9 . 6 ）
( 1 8 . 5 )
( 1 4 . 0 )
( 8 4 . 7 ）
( 7 9 . 6 ）
( 1 8 . 5 )
( 2 0 . 4 ）
( 7 9 . 0 ）
( 2 8 . 0 ）
( 6 9 . 4 ）
( 1 2 . 1 )
( 8 6 . 6 ）
( 8 5 . 4 ）
( 1 2 . 1 )
（ 8 . 9 ）
( 9 0 . 4 ）
( 5 8 . 0 ）
( 4 0 . 8 )
( 1 3 . 4 )
( 8 5 . 4 ）
( 4 2 . 7 ）
( 5 2 . 9 ）
? 、 ? ? 、 ? ? ? ? ? ? ? ? 、 ? ? ? ? ? ? ? ? 、 ? ? ? ? ? ? ? ? 、 ? ? ? ? ? 』 ? ? ? ? ? 、 ?
?
?
?
、
?
、
、
?
?
?
?
?
?
?
?
← ? ? ← ? ? ? ← ? ? ← ← ? ?
? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ?
? ? ? ?
?
?
0 . 0 8 ：↑
2 毎 日 の 活 動 力 や 世 間 に 対 す る 関 心 が
な く な っ て き た よ う に 思 い ま す か
3 生 き て い る の が 虚 し い よ う に 感 じ ま
す か
4 退 屈 に 思 う こ と が よ く あ り ま す か
0 . 1 2 ! n . s
0 . 8 9 I n . s
0 . 0 7 ：↑
5 普 段 は 気 分 が よ い で す か
6 何 か 悪 い こ と が 起 そ う な 気 が し ま す
か
7 自 分 が 幸 せ な 方 だ と 思 い ま す か
0 . 8 0 ! n . s
0 . 0 3 i｡
0 . 0 9 1↑
8 ど う し ょ う も な い と 思 う こ と が よ く
あ り ま す か
9 外 に 出 か け る よ り も 家 に い る 方 が 好
き で す か
1 0 他 の 人 よ り も 物 忘 れ が 多 い と 思 い ま
す か
l l こ う し て 生 き て い る こ と は 素 晴 ら し
い と 思 い ま す か
1 2 こ れ で は 生 き て い て も 仕 方 な い と 思
い ま す か
1 3 自 分 が 活 力 に 満 ち て い る と 感 じ ま す
か
1 4 こ ん な 暮 ら し で は 希 望 が な い と 思 い
ま す か
1 5 ほ か の 人 は ， 自 分 よ り も 裕 福 だ と 思
い ま す か
0 . 6 4 : n . s
0 . 7 5 i n . s
0 . 0 8 ；↑
0 . 3 8 : n . s
0 . 1 4 i n . s
0 . 0 5 i､
0 . 1 9 ; n . s
( 注 ) G D S 下 位 項 目 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。
･ P < 0 . 0 5す P < 0 . 1 0n . s : n o n s i g n i 6 c a n t
3 ． 睡 眠 行 動
平 均 総 睡 眠 時 間 は 4 3 9 . 4 ± 8 5 . 1 分 ， 睡 眠 潜 時 は 2 5 . 1 ± 4 3 . 4 分 ， 睡 眠 効 率 の 平 均 は 8 6 . 4 ± 1 6 . 4 % で あ っ た 。
P s Q I - J 総 合 得 点 は 4 . 9 9 ± 2 . 9 1 点 で あ っ た 。 因 子 別 で は 「 睡 眠 の 質 」 0 . 9 9 ± 0 . 5 4 点 ，「 入 眠 時 間 」 0 . 9 4 ± 0 . 8 8 点 ，
｢ 睡 眠 時 間 」 0 . 7 2 ± 0 . 7 4 点 「 睡 眠 効 率 」 0 . 6 3 ± 0 . 9 7 点 ，「 睡 眠 困 難 」 1 . 0 3 ± 0 . 6 2 点 ，「 眠 剤 の 使 用 」 0 . 5 9 ± 0 . 9 4 点 ，
｢ 日 中 の 覚 醒 困 難 」 0 2 0 ± 0 . 4 6 点 で あ っ た 。
一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 で 比 較 し た 結 果 , P s Q I - J 総 合 得 点 は 一 人 暮 ら し 世 帯 5 . 1 1 ± 3 . 1 0 点 に 対 し 夫 婦
世 帯 4 . 7 8 ± 2 . 5 2 点 ( t = 0 . 6 7 , P = 0 . 5 0 ) と ， 夫 婦 世 帯 に 比 べ 一 人 暮 ら し 世 帯 が 高 い 値 を 示 し た 。 各 因 子 は 「 睡
眠 の 質 」 ( t = 1 . 4 5 ,P = 0 . 1 5 ) ,「 入 眠 時 間 」 ( t = 1 . 1 3 ,P = 0 . 2 6 ) ,「 睡 眠 時 間 」 ( t = - 0 2 0 ,P = 0 . 8 4 ) ,「 睡
眠 効 率 」 ( t = 0 . 5 5 , P = 0 . 5 9 ) ,「 睡 眠 困 難 」 ( t = - 0 . 3 4 , P = 0 . 7 3 ) ,「 眠 剤 の 使 用 」 ( t = 0 . 6 2 , P = 0 . 5 3 ) ,「 日
中 の 覚 醒 困 難 」 ( t = 0 . 6 1 ,P = 0 . 5 4 )と ， す べ て の 因 子 に お い て 優 位 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 表 3 ) 。
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表 3 ピ ッ ツ バ ー グ 睡 眠 質 問 票
m e a n ± S D
全 体
n = 1 5 7
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
項 目
睡 眠 の 質
入 眠 時 間
睡 眠 時 間
睡 眠 効 率
睡 眠 困 難
眠 剤 の 使 用
日 中 覚 醒 困 難
P s Q I - J 総 合 得 点
t 値 P 値
? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? 。 ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?
?
1 . 4 5
1 . 1 3
－ 0 ． 2 0
0 ． 5 5
－ 0 ． 3 4
0 ． 6 2
0 . 6 1
0 ． 6 7
0 . 1 5
0 . 2 6
0 . 8 4
0 . 5 9
0 . 7 3
0 . 5 3
0 . 5 4
0 . 5 0
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? 。 ? ?
、 ? 、
( 注 ) P s Q I - J の 検 定 は t 検 定 を 用 い た 。n . s : n o n s i g n i f i c a n t
4 ． 睡 眠 行 動 ( P s Q I - J )と 高 齢 者 う つ ( G D S )と の 相 関
P s Q I - J 下 位 項 目 「 睡 眠 の 質 」 と G D S 下 位 項 目 「 毎 日 の 活 動 力 や 世 間 に 対 す る 関 心 が な く な っ て き た よ
う に 思 い ま す か 」 ( r s = - 0 . 0 6 7 ,P < 0 . 0 1 ) ,「 生 き て い る の が 虚 し い よ う に 感 じ ま す か 」 ( r s = - 0 . 2 0 0 ,P
＜ 0 . 0 5 ）と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 P s Q I - J 下 位 項 目 「 入 眠 時 間 」 と G D S 下 位 項 目 「 生 き て い る こ と が
虚 し い よ う に 感 じ ま す か 」 ( r s = 0 . 2 0 3 ,P < 0 . 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 P s Q I - J 下 位 項 目 「 日 中 覚
醒 困 難 」 は G D S 下 位 項 目 の 「 今 の 生 活 に 満 足 し て い ま す か 」( r s = 0 . 1 8 5 ,P < 0 . 0 5 ) ,「 生 き て い る こ と が
虚 し い よ う に 感 じ ま す か 」 ( r s = 0 . 2 0 7 , P < 0 . 0 1 ) ,「 普 段 は 気 分 が よ い で す か 」 ( r s = 0 . 2 3 4 , P < 0 . 0 1 ) ,「 自
分 は 幸 せ な 方 だ と 思 い ま す か 」 ( r s = 0 . 2 0 4 ,P < 0 . 0 5 ) ,「 こ う し て 生 き て い る こ と は 素 晴 ら し い と 思 い ま
す か 」 ( r s = 0 . 1 9 6 ,P < 0 . 0 5 ) ,「 自 分 が 活 力 に 満 ち て い る と 感 じ ま す か 」 ( r s = 0 . 2 4 ,P < 0 . 0 5 ) と の 正 の
相 関 が 認 め ら れ た （ 表 4 ) 。
表 4 睡 眠 行 動 ( P S Q I - J )と 高 齢 者 う つ ( G D S )と の 相 関 ( n = 1 5 7 )
下 位 項 目
睡 眠 の 質
入 眠 時 間
睡 眠 時 間
睡 眠 効 率
睡 眠 困 難
日 中 覚 醒 困 難
G D S 3
- . 2 0 0 .
. 2 0 3 ｡
- . 0 3 4
. 0 1 0
. 0 2 8
. 2 0 7 . 。
G D S 9
- . 0 6 3
. 0 3 6
- . 0 9 1
. 0 7 8
. 0 4 9
. 0 1 8
G D S I O
- . 0 3 4
. 1 0 1
. 0 2 4
- . 1 0 2
. 0 3 9
. 1 4 2
G D S l l
､ 0 3 8
- . 0 7 9
. 0 2 5
. 0 6 5
. 0 4 2
. 1 9 6 ･
G D S 1 2
- . 1 3 3
. 0 7 2
- . 0 0 2
- . 0 1 5
- . 0 6 8
. 1 1 2
G D S 1 3
. 0 1 7
- . 1 3 5
. 1 3 8
. 1 3 3
. 0 9 2
. 2 0 4 .
G D S l 4
- ､ 0 5 2
. 0 8 1
- . 0 1 0
. 0 8 9
. 0 0 9
1 1 6
G D S . 1 5
. 0 5 3
. 0 1 5
- . 0 0 3
- . 0 3 5
- . 0 3 8
. 1 0 6
G D S l
- . 0 6 7
. 0 8 6
. 0 9 3
. 1 0 6
- . 0 1 0
. 1 8 5 ･
G D S - 2
- . 2 9 5 零 ．
､ 0 9 8
- . 0 5 4
. 0 7 5
- . 0 8 2
. 1 5 0
G D S = I
- . 0 1 9
- . 0 4 7
. 1 2 5
. 0 5 8
- . 1 5 3
. 0 4 0
G D S 5
- . 1 3 1
. 1 0 1
. 0 4 4
- . 0 1 6
. 0 6 9
2 3 4 ｡ 。
G D S 8
- . 1 5 1
. 0 2 9
. 0 3 8
- . 0 3 4
. 0 1 4
. 0 4 8
G D S 6
- . 0 8 6
. 0 9 8
- . 0 9 1
- . 0 0 7
. 0 6 5
. 0 6 7
G D S 7
- . 1 2 9
. 0 2 5
. 0 1 0
. 0 3 9
. 0 7 6
. 2 0 4
( 注 ) S p e a r m a n 順 位 相 関 係 数 を 用 い た 。・ ・ P < 0 . 0 1 ． P < 0 . 0 5
5 ． 社 会 的 活 動 の 状 況
1 ） 日 常 的 な 活 動
一 人 暮 ら し 世 帯 は 家 事 （ 3 2 . 0 ％ ) ， 趣 味 の 活 動 ･ 習 い 事 （ 2 4 . 3 ％ ) ， そ の 他 ( 1 7 . 5 % ) , 運 動 教 室 ( l l . 7 % ) ,
ボ ラ ン テ ィ ア （ 5 . 8 ％ ) ， 農 業 ･ 漁 業 ･ 林 業 （ 4 9 ％ ) ， 土 木 建 築 ( 1 . 0 % ) , 製 造 業 ( 1 . 0 % ) , サ ー ビ ス 業 ( 1 . 0 % ) ,
民 生 委 員 ( l . 0 % ) の 順 に 多 く ， 一 方 ， 夫 婦 世 帯 は 趣 味 の 活 動 ・ 習 い 事 ( 4 0 . 7 % ) , 家 事 ( 1 4 . 8 % ) , そ の 他
( 1 4 . 8 % ) , 運 動 教 室 ( 9 . 3 % ) , 民 生 委 員 ( 5 . 6 % ) , ボ ラ ン テ ィ ア ( 5 . 6 % ) , サ ー ビ ス 業 ( 3 . 7 % ) , 土 木 建 築
( 1 . 9 % ) , 製 造 業 ( 0 . 0 % ) の 順 に 多 か っ た が ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め な か っ た ( P = 0 . 1 7 5 ) 。
2 ） 外 出 頻 度
一 人 暮 ら し 世 帯 は 1 週 間 に 5 回 以 上 ( 3 9 . 2 % ) ,1 日 お き ( 2 1 . 6 % ) ,1 週 間 に 2 回 位 ( 2 0 . 6 % ) ,1 回 未 満
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( 1 0 . 8 % ) , そ の 他 ( 7 . 8 % ) の 順 に 多 < , 一 方 ， 夫 婦 世 帯 は 1 週 間 に 5 回 以 上 ( 5 5 . 6 % ) ,l 日 お き ( 1 8 . 5 % ) ,
1 週 間 に 2 回 位 ( 1 6 . 7 % ) ,1 回 未 満 ( 3 . 7 % ) , そ の 他 ( 5 . 6 % ) の 順 に 多 か っ た が , 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め な か っ
た ( P = 0 . 2 9 5 ) 。
3 ） 重 要 な 相 談 相 手
一 暮 ら し 世 帯 は 子 ど も （ 7 0 9 ％ ) ， 姉 妹 ･ 兄 弟 ( 1 7 . 5 % ) , 友 人 ( 4 . 9 % ) , そ の 他 ( 3 . 9 % ) , 配 偶 者 ( 1 . 0 % ) ,
親 戚 ( 1 . 0 % ) の 順 に 多 く ， 一 方 ， 夫 婦 世 帯 は 配 偶 者 ( 9 0 . 7 % ) , 子 ど も( 9 . 3 % ) . 姉 妹 ・ 兄 弟 ( 0 . 0 % ) , 親
戚 （ 0 . 0 ％ ) ， 友 人 （ 0 . 0 ％ ) ， そ の 他 ( 0 . 0 % ) 順 に 多 く ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め た ( P < 0 . 0 0 1 )( 表 5 ) 。
表 5 社 会 的 活 動 の 状 況
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
全 体
n = 1 5 7
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
P 値
0 . 1 7 51 n . s
項 目
家 事
農 業 ・ 漁 業 ・ 林 業
土 木 建 築
製 造 業
サ ー ビ ス 業
民 生 委 員
ボ ラ ン テ ィ ア
趣 味 の 活 動 ・ 習 い 事
運 動 教 室
そ の 他
1 週 間 に 5 回 以 上
4 回 ( 1 日 お き ）
3 回
1 回 未 満
そ の 他
配 偶 者
子 ど も
姉 妹 ・ 兄 弟
親 戚
友 人
そ の 他
( 1 4 . 8 )
（ 3 . 7 ）
( l . 9 )
（ 0 . 0 ）
（ 3 . 7 ）
（ 5 . 6 ）
（ 5 . 6 ）
( 4 0 . 7 ）
（ 9 . 3 ）
( 1 4 . 8 )
( 5 5 . 6 ）
( 1 8 . 5 )
( 1 6 . 7 )
（ 3 . 7 ）
（ 5 . 6 ）
( 9 0 . 7 ）
（ 9 . 3 ）
（ 0 . 0 ）
（ 0 . 0 ）
（ 0 . 0 ）
（ 0 . 0 ）
( 3 2 . 0 ）
（ 4 . 9 ）
( 1 . 0 )
( 1 . 0 )
( 1 . 0 )
( 1 . 0 )
（ 5 . 8 ）
( 2 4 . 3 ）
( l l . 7 )
( 1 7 . 5 )
( 3 9 . 2 ）
( 2 1 . 6 )
( 2 0 . 6 ）
( 1 0 ． 8 )
（ 7 . 8 ）
( 1 . 0 )
( 7 0 . 9 ）
( 1 7 . 5 )
( 1 . 0 )
（ 4 . 9 ）
（ 3 . 9 ）
日 常 的 な 活 動 （ ％ ）
( 2 6 . 1 ）
（ 4 . 5 ）
( 1 . 3 )
( 0 . 6 ）
( 1 . 9 )
（ 2 . 6 ）
（ 5 . 7 ）
( 2 9 . 9 ）
( 1 0 . 8 )
( 1 6 . 6 )
( 4 4 . 9 ）
( 2 0 . 5 ）
( 1 9 . 2 )
（ 8 . 3 ）
（ 7 ． l )
( 3 1 . 8 )
( 4 8 . 7 ）
( 1 1 . 5 )
（ 0 . 6 ）
（ 3 . 2 ）
（ 2 . 5 ）
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
外 出 頻 度 （ ％ ）
0 . 2 9 5 I n . s
重 要 な 相 談 相 手 （ ％ ）
0 . 0 0 0 I ｡ * ｡
( 注 ) X 2 検 定 ま た は F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。 各 項 目 で 欠 損 値 が あ る た め 合 計 人 数 が 異 な る 。
･ ･ ･ P < 0 . 0 0 1n . s : n o n s i g n i 6 c a n t
6 ． 会 話 交 流 の 状 況
1 ） 会 話 の 嗜 好
一 人 暮 ら し 世 帯 は 好 き な 方 （ 7 0 . 9 ％ ) ， か な り 好 き( 1 7 . 5 % ) , 嫌 い な 方 ( 1 0 . 6 % ) , か な り 嫌 い ( 1 . 0 % )
の 順 に 多 く ， 一 方 ， 夫 婦 世 帯 は 好 き な 方 （ 6 3 . 0 ％ ) ， か な り 好 き( 1 8 . 5 % ) , 嫌 い な 方 ( 1 4 . 8 % ) , か な り 嫌
い ( 0 . 0 0 ％ ） の 順 に 多 か っ た が ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め な か っ た ( P = 0 . 7 2 ) ｡
2 ） 会 話 時 間
一 日 の 平 均 会 話 時 間 は 6 9 . 9 ± 4 9 . 1 0 分 で あ っ た c 一 人 暮 ら し 世 帯 5 9 . 3 ± 3 8 . 8 6 分 ， 夫 婦 世 帯 8 7 . 9 ± 5 9 . 0 8 分 と ，
夫 婦 世 帯 の 一 日 の 会 話 時 間 が 多 か っ た ( t = - 3 . 4 5 5 ,P < 0 . 0 0 1 ) 。 一 回 の 平 均 会 話 時 間 は 3 3 . 2 ± 2 5 . 9 5 分 で
あ っ た 。 一 人 暮 ら し 世 帯 3 1 . 2 ± 2 4 . 3 7 分 ， 夫 婦 世 帯 3 6 . 6 ± 2 8 . 3 5 分 と ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め な か っ た ( t =
0 . 1 4 3 ,P = 0 . 2 2 7 ) 。
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3 ） 会 話 回 数
一 日 の 会 話 回 数 は ， 一 人 暮 ら し 世 帯 は 2 回 （ 2 5 . 2 ％ ) ，3 回 ( 2 1 . 4 % ) ,1 回 ( 1 9 . 4 % ) ,5 回 以 上 ( 1 0 . 7 % ) ,
4 回 （ 7 8 ％ ) ， ほ と ん ど な い （ 8 . 7 ％ ） の 順 に 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 5 回 以 上 （ 5 3 . 7 ％ ) ，回 （ 2 0 . 4 ％ ) ，2 回 （ 9 . 3 ％ ) ，
4 回 ( 7 . 4 % ) .1 回 ( 5 . 6 % ) ,ほ と ん ど な い ( 1 . 9 % ) の 順 に 多 く ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め た ( P < 0 . 0 0 1 ) 。
一 日 の 満 足 す る 会 話 回 数 は ， 一 人 暮 ら し 世 帯 は 1 回 （ 2 8 . 2 ％ ) ，2 回 （ 2 5 . 2 ％ ) ，ほ と ん ど な い （ 1 4 . 6 ％ ) ，3
回 ( 1 2 . 6 % ) ,4 回 ( 6 . 8 % ) ,5 回 以 上 ( 5 . 8 % ) の 順 に 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 3 回 ( 3 7 . 0 % ) ,5 回 以 上 ( 3 3 . 3 % ) ,1
回 （ 1 8 . 5 ％ ) ，2 回 （ 5 . 6 ％ ) ， ほ と ん ど な い （ 3 . 7 ％ ) ，4 回 ( 1 . 9 % ) の 順 に 多 く ， 世 帯 別 の 優 位 差 を 認 め た ( P
< 0 . 0 0 1 )( 表 6 ) 。
表 6 会 話 の 嗜 好 ・ 会 話 時 間 ・ 会 話 回 数
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
全 体
n = 1 5 7
P 値
0 . 7 2 i n . s
項 目
会 話 の 嗜 好 ( % ) ; か な り 好 き
i 好 き な 方
｜ 嫌 い な 方
i か な り 嫌 い
1 日 の 会 話 時 間 ( S D )
1 回 の 会 話 時 間 ( S D )
1 日 の 会 話 回 数 ( % ) i ほ と ん ど な い
i l 回
； 2 回
I 3 回
I 4 回
； 5 回 以 上
1 日 の 満 足 す る 会 話 回 数 （ ％ ） ； ほ と ん ど な い
｜ 塁
’ 3 回
’ 4 回
’ 5 回 以 上
1 0 ( 1 8 . 5 )
3 4 （ 6 3 . 0 ）
8 ( 1 4 . 8 )
0 （ 0 . 0 0 ）
8 7 . 9( 5 9 . 0 8 )
3 6 . 6（ 2 8 . 3 5 ）
l ( l . 9 )
3 （ 5 . 6 ）
5 （ 9 . 3 ）
l l ( 2 0 . 4 )
4 （ 7 . 4 ）
2 9 （ 5 3 . 7 ）
2 （ 3 . 7 ）
1 0 ( 1 8 . 5 )
3 （ 5 . 6 ）
2 0 （ 3 7 . 0 ）
l ( l . 9 )
1 8 ( 3 3 . 3 )
1 8 ( 1 7 . 5 )
7 3 （ 7 0 . 9 ）
l l ( 1 0 . 6 )
1 ( l . 0 )
5 9 . 3（ 3 8 . 8 6 ）
3 1 . 2( 2 4 . 3 7 )
9 （ 8 . 7 ）
2 0 ( 1 9 . 4 )
2 6 （ 2 5 . 2 ）
2 2 ( 2 1 . 4 )
8 （ 7 . 8 ）
l l ( 1 0 . 7 )
1 5 ( 1 4 . 6 )
2 9 （ 2 8 . 2 ）
2 6 （ 2 5 . 2 ）
1 3 ( 1 2 . 6 )
7 （ 6 . 8 ）
6 （ 5 . 8 ）
2 8 ( 1 7 . 8 )
1 0 7 ( 6 8 . 2 )
1 9 ( 1 2 . 1 )
1 （ 0 . 6 ）
6 9 . 9( 4 9 . 1 0 )
3 3 . 2（ 2 5 . 9 5 ）
1 0 ( 6 . 4 )
2 3 ( 1 4 . 6 )
3 1 ( 1 9 . 7 )
3 3 ( 2 1 . 0 )
1 2 ( 7 . 6 )
4 0 （ 2 5 . 5 ）
1 7 ( 1 0 . 8 )
3 9 （ 2 4 . 8 ）
2 9 ( 1 8 . 5 )
3 3 ( 2 1 . 0 )
8 ( 5 . l )
2 4 ( 1 5 . 3 )
0 . 0 0 1I ･ ｡ ｡
0 . 2 2 7 I n . s
0 . 0 0 0 #｡ ｡ ｡
0 . 0 0 0 ； …
( 注 ） カ テ ゴ リ ー 変 数 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は 2 × 2 表 の F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。 各 項 目 で 欠 損 値 が あ る た め 合 計 人 数 が 異
な る 。
1 日 の 会 話 時 間 , 1 回 の 会 話 時 間 の 検 定 は t 検 定 を 用 い た 。
･ ･ ･ P < 0 . 0 0 1n . s : n o n s i g n i 6 c a n t
4 ） 会 話 の 相 手
満 足 す る 会 話 の 相 手 は ， 一 人 暮 ら し 世 帯 は 友 人 （ 6 0 . 2 ％ ) ， 子 ど も（ 4 6 . 6 ％ ) ， 姉 妹 ・ 兄 弟 （ 2 0 . 4 ％ ) ， 孫 ・
ひ 孫 ( 1 5 . 5 % ) , 親 戚 ( 9 . 7 % ) , ほ と ん ど い な い ( 5 . 8 % ) , そ の 他 ( 3 . 9 % ) , 商 店 街 の 人 ( 2 . 9 % ) , 配 偶 者 ( l . 9 % )
の 順 に 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 配 偶 者 （ 6 6 . 7 ％ ) ， 友 人 （ 4 6 . 3 ％ ) ， 子 ど も（ 3 8 . 9 ％ ) ， 孫 ・ ひ 孫 ( 1 8 . 5 % ) , 姉 妹 ・
兄 弟 ( 1 1 . 1 % ) , そ の 他 ( 9 . 3 % ) , 親 戚 ( 5 . 6 % ) , 商 店 街 の 人 ( l . 9 % ) , ほ と ん ど い な い ( l . 9 % ) の 順 に 多 か っ
た 。 世 帯 別 で は ， 配 偶 者 ( P < 0 . 0 0 1 ) に 優 位 差 を 認 め ， 友 人 ( P < 0 . 1 0 ) に 優 位 差 の 傾 向 を 認 め た （ 表 7 ) 。
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表 7 満 足 す る 会 話 相 手
全 体
n = 1 5 7
3 8 （ 2 4 . 2 ）
l l 9( 7 5 . 8 )
8 7 （ 5 5 . 4 ）
7 0 （ 4 4 . 6 ）
6 9 （ 4 3 . 9 ）
8 8 ( 5 6 . 1 )
2 7 ( 1 7 . 2 )
1 3 0 ( 8 2 . 8 )
l 3 ( 8 . 3 )
1 4 4 ( 9 1 . 7 )
2 6 ( 1 6 . 8 )
1 3 1( 8 3 . 4 )
4 （ 2 . 5 ）
l 5 3( 9 7 . 5 )
7 （ 4 . 5 ）
1 5 0( 9 5 . 5 )
9 （ 5 . 7 ）
l 4 8 ( 9 4 . 3 )
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
項 目
会 話 満 足 一 配 偶 者 （ ％ ）
P 値
0 . 0 0 01 …
( 1 . 9 )
( 9 8 . 1 )
( 6 0 . 2 ）
( 3 9 . 8 ）
( 4 6 . 6 ）
( 5 3 . 4 ）
( 2 0 . 4 ）
( 7 9 . 6 ）
（ 9 . 7 ）
( 9 0 . 3 ）
( 1 5 . 5 )
( 8 4 . 5 ）
（ 2 9 ）
( 9 7 . 1 )
( 5 . 8 ）
( 9 4 . 2 ）
（ 3 . 9 ）
( 9 6 . 1 )
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
( 6 6 . 7 ）
( 3 3 . 3 ）
( 4 6 . 3 ）
( 5 3 . 7 ）
( 3 8 . 9 ）
( 6 1 . 1 )
( 1 1 . 1 )
( 8 8 . 9 ）
( 5 . 6 ）
( 9 4 . 4 ）
( 1 8 . 5 )
( 8 1 . 5 ）
( 1 . 9 )
( 9 8 . 1 )
( 1 . 9 )
( 9 8 . 1 )
( 9 . 3 ）
( 9 0 . 7 ）
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
0 . 0 9 6 I T
会 話 満 足 一 友 人 （ ％ ）
会 話 満 足 一 子 ど も （ ％ ） 0 . 3 5 5 ; n . s
会 話 満 足 一 姉 妹 ・ 兄 弟 （ ％ ）
会 話 満 足 一 親 戚 （ ％ ）
会 話 満 足 一 孫 ・ ひ 孫 （ ％ ）
会 話 満 足 一 商 店 街 の 人 （ ％ ）
0 . 1 4 3 1 n . s
0 . 5 4 5 ; n . s
0 . 6 3 31 n . s
l . 0 0 0 ; n . s
会 話 満 足 一 ほ と ん ど い な い （ ％ ） 0 . 4 2 3 I n . s
会 話 満 足 一 そ の 他 （ ％ ）
0 . 1 6 9 ; n . s
( 注 ） カ テ ゴ リ ー 変 数 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は 2 × 2 表 の F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。
c c c P < 0 . 0 0 1f P < 0 . l On . s : n o n s i g n i l i c a n t
5 ） 楽 し い 話 題
一 人 暮 ら し 世 帯 は 世 間 話 （ 4 9 . 5 ％ ) ，テ レ ビ ・ ラ ジ オ （ 4 5 . 6 ％ ) ， 健 康 （ 3 9 . 8 ％ ) ， 趣 味 （ 3 4 . 0 ％ ) ，6 ％ ) ， 健 康 （ 3 9 . 8 ％ ) ， 趣 味 （ 3 4 . 0 ％ ) ， 食 事
( 2 9 . 1 % ) , 昔 の 思 い 出 ( 2 5 . 2 % ) , 新 聞 ・ 雑 誌 ( 2 1 . 4 % ) , 旅 行 ( 1 7 . 5 % ) , 友 人 ( 1 6 . 5 % ) , 買 い 物 ( 1 3 . 6 % ) ,
家 族 ( 1 1 . 7 % ) , 読 書 ( 2 . 9 % ) の 順 に 多 く ， 夫 婦 世 帯 は テ レ ビ ・ ラ ジ オ ( 5 5 . 6 % ) , 世 間 話 ( 5 1 . 9 % ) , 健 康
( 4 2 . 6 ％ ) ， 趣 味 （ 4 0 . 7 ％ ) ， 食 事 （ 3 8 9 ％ ) ， 新 聞 ・ 雑 誌 （ 3 5 . 2 ％ ) ， 昔 の 思 い 出 （ 2 9 . 6 ％ ) ， 家 族 （ 2 9 . 6 ％ ) ，
旅 行 （ 2 0 4 ％ ) ， 友 人 ( 1 8 . 5 % ) , 買 い 物 ( 1 4 . 8 % ) , 読 書 ( l l . 1 % ) の 順 に 多 か っ た 。 世 帯 別 で は ， 家 族 ( P
＜ 0 . 0 5 ） と テ レ ビ ・ ラ ジ オ ( P < 0 . 0 5 ) に 優 位 差 を 認 め ， 新 聞 ・ 雑 誌 ( P < 0 . 1 0 )と 読 書 ( P < 0 . 1 0 ) に 優
位 差 の 傾 向 を 認 め た （ 表 8 ) 。
- 1 0 -
地 域 在 住 高 齢 者 の 睡 眠 と 糟 神 的 健 康 お よ び 会 話 交 流 に 関 す る 研 究
表 8 楽 し い 話 題
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
全 体
n = 1 5 7
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
P 値
-
0 . 0 0 6 ；。 。
項 目
楽 し い 話 題 一 家 族 （ ％ ） ！ あ り
｜ な し
楽 し い 話 題 一 テ レ ビ ･ ラ ジ オ （ ％ ） ！ あ り
； な し
楽 し い 話 題 一 新 聞 ・ 雑 誌 （ ％ ） ！ あ り
； な し
楽 し い 話 題 一 読 書 （ ％ ） ； あ り
； な し
楽 し い 話 題 一 旅 行 ( % ) i あ り
！ な し
楽 し い 話 題 一 買 い 物 ( % ) i あ り
i な し
楽 し い 話 題 一 食 事 ( % ) i あ り
i な し
楽 し い 話 題 一 趣 味 （ ％ ） ｜ あ り
！ な し
楽 し い 話 題 一 健 康 （ ％ ） ｜ あ り
な し
楽 し い 話 題 一 昔 の 思 い 出 （ ％ ） あ り
｜ な し
楽 し い 話 題 一 世 間 話 （ ％ ） ｜ あ り
！ な し
楽 し い 話 題 一 友 人 ( % ) i あ り
i な し
( 1 1 . 7 )
( 8 7 . 4 ）
( 4 5 . 6 ）
( 5 3 . 4 ）
( 2 1 . 4 )
( 7 7 . 7 ）
（ 2 . 9 ）
( 9 6 . 1 )
( 1 7 . 5 )
( 8 1 . 6 ）
( 1 3 . 6 )
( 8 5 . 4 ）
( 2 9 . 1 ）
( 6 9 . 9 ）
( 3 4 . 0 )
( 6 5 . 0 ）
( 3 9 . 8 ）
( 5 9 . 2 ）
( 2 5 . 2 ）
( 7 3 . 8 ）
( 4 9 . 5 ）
( 4 9 . 5 ）
( 1 6 . 5 )
( 8 2 . 5 ）
( 2 9 . 6 ）
( 7 0 . 4 ）
( 5 5 . 6 ）
( 4 4 . 4 ）
( 3 5 . 2 ）
( 6 4 . 8 ）
( l l . l )
( 8 8 . 9 ）
( 2 0 . 4 ）
( 7 9 . 6 ）
( 1 4 . 8 )
( 8 5 . 2 ）
( 3 8 . 9 ）
( 6 1 . l )
( 4 0 . 7 ）
( 5 9 . 3 ）
( 4 2 . 6 ）
( 5 7 . 4 ）
( 2 9 . 6 ）
( 7 0 . 4 ）
( 5 1 . 9 ）
( 4 8 . 1 )
( 1 8 . 5 )
( 8 1 , 5 )
( 1 7 . 8 )
( 8 1 . 5 ）
( 4 9 . 0 ）
( 5 0 . 3 ）
( 2 6 . 1 )
( 7 3 . 2 ）
（ 5 . 7 ）
( 9 3 . 6 ）
( 1 8 . 5 )
( 8 0 . 9 ）
( 1 4 . 0 )
( 8 5 . 4 ）
( 3 2 . 5 ）
( 6 6 . 9 ）
( 3 6 . 3 ）
( 6 3 . 1 )
( 4 0 . 8 ）
( 5 8 . 6 ）
( 2 6 . 8 ）
( 7 2 . 6 ）
( 5 0 . 3 ）
( 4 9 . 0 ）
( 1 7 . 2 )
( 8 2 . 2 ）
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ?
?
? ? ? ? ?
?
?
0 ． 2 6 0 1． ．
0 . 0 6 6 il
0 . 0 6 5 iT
0 . 6 7 7 ; n . s
0 . 8 5 2 i n . s
0 . 2 3 0 ; n . s
0 . 4 2 8 I n . s
0 . 7 7 2 ! n . s
0 . 5 7 9 ! n . s
0 . 8 2 6 ; n . s
0 . 7 7 1i n . s
( 注 ） カ テ ゴ リ ー 変 数 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は 2 × 2 表 の F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。 各 項 目 で 欠 損 値 が あ る た め 合 計 人
数 が 異 な る 。
o c P < 0 . 0 1T P < 0 . 1 0n . s : n o n s i g n i 6 c a n t
6 ） 会 話 の 場 所
一 人 暮 ら し 世 帯 は 自 宅 ( 6 1 . 2 % ) , 趣 味 活 動 の 場 所 ( 3 9 . 8 % ) , 道 端 ( 2 1 . 4 % ) , 友 人 宅 ( 1 9 . 4 % ) , 公 民 館
( 1 7 . 5 % ) ,レ ス ト ラ ン ( 1 6 . 5 % ) , 健 康 教 室 ( 1 2 . 6 % ) , 商 店 街 ( 1 2 . 6 % ) , 子 ど も 宅 ( 1 0 . 7 % ) , 親 戚 宅 ( 8 . 7 % )
の 順 に 多 く ， 夫 婦 世 帯 は 自 宅 （ 8 3 . 3 ％ ) ， 趣 味 活 動 の 場 所 （ 5 0 . 0 ％ ) ， 公 民 館 （ 2 4 . 1 % ) , そ の 他 ( 1 3 . 0 % ) ,
友 人 宅 ( l l . 1 % ) , 子 ど も 宅 ( 1 1 . 1 % ) ,レ ス ト ラ ン ( l l . 1 % ) , 道 端 ( l l . 1 % ) , 商 店 街 ( 9 . 3 % ) , 親 戚 宅 ( 1 . 9 % )
の 順 に 多 か っ た 。 世 帯 別 で は ， 自 宅 ( P < 0 . 0 5 ) に 優 位 差 を 認 め た （ 表 9 ) 。
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表 9 会 話 の 場 所
全 体
n = 1 5 7
一 人 暮 ら し
n = 1 0 3
高 齢 者 夫 婦
n = 5 4
項 目
会 話 の 場 所 一 自 宅 （ ％ ）
P 値
－
0 . 0 0 7; ・ ・あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
あ り
な し
( 6 8 . 8 ）
( 2 9 . 9 ）
( 1 6 . 6 )
( 8 2 2 ）
( 1 0 . 8 ）
( 8 7 . 9 ）
( 6 . 4 ）
( 9 2 4 ）
( 1 9 . 7 )
( 7 9 . 0 ）
( 4 3 . 3 ）
( 5 5 . 4 ）
( 1 1 . 5 )
( 8 7 . 3 ）
( 1 4 . 6 )
( 8 4 . 1 )
( 1 7 . 8 )
( 8 0 . 9 ）
( 1 1 . 5 )
( 8 7 . 3 ）
( 1 5 . 9 )
( 8 2 . 8 ）
( 6 1 . 2 )
( 3 6 . 9 ）
( 1 9 . 4 )
( 7 8 . 6 ）
( 1 0 . 7 )
( 8 7 . 4 ）
（ 8 . 7 ）
( 8 9 . 3 ）
( 1 7 . 5 )
( 8 0 . 6 ）
( 3 9 . 8 ）
( 5 8 . 3 ）
( 1 2 . 6 )
( 8 5 . 4 ）
( 1 6 . 5 )
( 8 1 . 6 )
( 2 1 . 4 )
( 7 6 . 7 ）
( 1 2 . 6 )
( 8 5 . 4 ）
( 1 7 . 5 )
( 8 0 . 6 )
( 8 3 . 3 ）
( 1 6 . 7 )
( l l . l )
( 8 8 . 9 ）
( 1 1 ． l )
( 8 8 . 9 ）
( l . 9 )
( 9 8 . 1 )
( 2 4 . l )
( 7 5 . 9 ）
( 5 0 . 0 ）
( 5 0 . 0 ）
（ 9 . 3 ）
( 9 0 . 7 ）
( l l . 1 )
( 8 8 . 9 ）
( l l . 1 )
( 8 8 . 9 ）
（ 9 . 3 ）
( 9 0 . 7 ）
( 1 3 . 0 )
( 8 7 . 0 ）
1 O 8
4 7
2 6
1 2 9
1 7
1 3 8
1 0
1 4 5
3 1
1 2 4
6 8
8 7
1 8
1 3 7
2 3
1 3 2
2 8
1 2 7
1 8
1 3 7
2 5
1 3 0
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
会 話 の 場 所 一 友 人 宅 （ ％ ）
0 . 1 6 8 ; n . s
会 話 の 場 所 一 子 ど も 宅 （ ％ ）
0 . 9 6 7 ; n . s
会 話 の 場 所 一 親 戚 宅 （ ％ ）
会 話 の 場 所 一 公 民 館 （ ％ ）
会 話 の 場 所 一 趣 味 活 動 場 所 （ ％ ）
会 話 の 場 所 一 健 康 教 室 （ ％ ）
0 . 1 6 6 ; n . s
0 . 3 5 4 ; n . s
0 . 2 6 1i n . s
0 . 5 0 4 # n . s
会 話 の 場 所 一 レ ス ト ラ ン （ ％ ）
0 . 3 4 0 I n . s
会 話 の 場 所 一 道 端 （ ％ ）
0 . 1 0 0 ; n . s
会 話 の 場 所 一 商 店 街 （ ％ ）
会 話 の 場 所 一 そ の 他 （ ％ ）
0 . 5 0 4 1n . s
0 . 4 3 3; n . s
( 注 ） カ テ ゴ リ ー 変 数 の 検 定 は X 2 検 定 ま た は 2 × 2 表 の F i s h e r の 直 接 確 率 法 を 用 い た 。 各 項 目 で 欠 扱 値 が あ る た め 合 計 人
数 が 異 な る 。
． . P < 0 . 0 1n . s: n o n s i g n i 6 c a n t
7 ． 高 齢 者 う つ 状 態 と 睡 眠 お よ び 会 話 交 流 と の 相 関
外 出 頻 度 と の 関 連 を 見 る と ， 年 齢 ( r s = - 0 . 2 6 6 ,P < 0 . 0 1 ) , 世 帯 別 ( r s
= - 0 . 1 9 8 ,P < 0 . 0 5 )と の 負
の 相 関 が 認 め ら れ た 。 次 に ， 外 出 頻 度 と G D S 得 点 と の 関 連 を 見 る と ， 外 出 頻 度 ( r s = - 0 . 2 6 2 ,< P O . 0 1 )
と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 外 出 頻 度 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ， 睡 眠 時 間 ( r s = - 0 . 2 3 1 ,< P O . 0 1 ) ,
日 中 の 覚 醒 困 難 ( r s = - 0 . 2 2 9 ,P < 0 . 0 1 ) と の 負 の 相 関 睡 眠 の 質 ( r s = 0 . 1 9 5 ,P < 0 5 ) と の 正 の 相 関
が 認 め ら れ た 。
G D S 得 点 と 性 別 と の 関 連 を 見 る と ， 性 別 ( r s = 0 . 2 6 8 ,P < 0 . 0 1 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 G D S 得
点 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ， 睡 眠 潜 時 ( r s = 0 . 2 4 9 ,P < 0 . 0 1 ) ,日 中 の 覚 醒 困 難 ( r s = 0 . 3 6 2 ,P <
0 . 0 1 ) , 睡 眠 障 害 ( r s = 0 . 2 4 8 ,P < 0 . 0 1 )と の 正 の 相 関 ， 睡 眠 の 質 ( r s = - 0 . 5 1 1 ,P < 0 . 0 1 ) と の 負 の 相 関
が 認 め ら れ た 。 性 別 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ， 睡 眠 困 難 ( r s = 0 . 2 3 8 ,P < 0 . 0 1 ) ,日 中 の 覚 醒 困 難 ( r s
= 0 . 1 7 7 ,P = 0 . 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。
会 話 交 流 と 年 齢 と の 関 連 を 見 る と ， 会 話 の I 嗜 好 と 年 齢 ( r s = 0 . 3 0 1 ,P < 0 . 0 1 ) と の 正 の 相 関 ， 性 別 ( r s
= - 0 . 2 9 5 ,P < 0 . 0 1 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 ま た ， 会 話 の 嗜 好 と 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = 0 . 3 5 0 ,P
< 0 . 0 1 ) と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 会 話 の 嗜 好 と G D S 得 点 と の 関 連 を 見 る と , G D S 得 点 ( r s = - 0 . 4 3 8 ,
P < 0 . 0 1 ) と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 会 話 の 嗜 好 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ，日 中 の 覚 醒 困 難 ( r s =
- 0 . 2 2 5 ,P < 0 . 0 1 ) , 睡 眠 障 害 ( r s = - 0 . 1 6 0 ,P < 0 . 0 5 )と の 負 の 相 関 ， 睡 眠 の 質 ( r s = 0 . 2 7 1 ,P < 0 . 0 1 )
と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。
性 別 と 満 足 す る 会 話 相 手 と の 関 連 を 見 る と ， 子 ど も と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 2 1 3 ,P < 0 . 0 1 ) , 姉 妹 ・ 兄
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弟 と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 3 0 4 .P < . 0 1 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 ま た ， 性 別 と 満 足 す る 会 話 回 数 と
の 関 連 を 見 る と ， 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = - 0 . 3 6 3 ,P < 0 . 0 1 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 外 出 頻 度 と 満
足 す る 会 話 相 手 と の 関 連 を 見 る と ， 配 偶 者 と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 1 7 2 ,P < 0 . 0 5 ) , 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s
= 0 . 3 1 4 ,P < 0 . 0 1 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。
世 帯 別 と 満 足 す る 会 話 相 手 と の 関 連 を 見 る と 。 配 偶 者 と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 7 6 7 ,P < 0 . 0 1 )と の 負 の
相 関 ， 友 人 と の 会 話 満 足 ( r s = 0 . 2 0 8 , P < 0 . 0 1 )と の 正 の 相 関 ， 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = - 0 . 1 9 3 , P < 0 . 0 5 )
と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 G D S 得 点 と 満 足 す る 会 話 相 手 と の 関 連 を 見 る と ， 友 人 と の 会 話 満 足 ( r s =
- 0 . 2 6 4 .P < 0 . 0 1 ) 。 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = - 0 . 3 5 4 ,P < 0 1 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 満 足 す る
会 話 の 相 手 と の 関 連 を 性 別 で 見 る と ， 性 別 と 子 ど も と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 2 1 3 ,P < 0 . 0 1 ) , 性 別 と 姉 妹 ・
兄 弟 と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 3 0 4 ,P < 0 . 0 1 ) , 性 別 と 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = - 0 . 3 6 3 ,P 0 . 0 1 )と の 負
の 相 関 が 認 め ら れ た 。 満 足 す る 会 話 相 手 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ， 子 ど も と の 会 話 満 足 と 睡 眠 時 間
( r s = 0 . 2 2 9 ,P < 0 . 0 1 ) , 孫 ・ ひ 孫 と の 会 話 満 足 と 睡 眠 時 間 ( r s = 0 . 1 8 0 ,P < 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら
れ た 。 姉 妹 ・ 兄 弟 と の 会 話 満 足 と 睡 眠 困 難 ( r s = - 0 . 1 6 7 ,P < 0 . 0 5 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 親 戚 と
の 会 話 満 足 と 睡 障 害 ( r s = - 0 . 2 3 0 ,P < 0 . 0 1 )と の 負 の 相 関 が 認 め ら れ た 。
満 足 す る 会 話 回 数 と 睡 眠 行 動 と の 関 連 を 見 る と ， 睡 眠 潜 時 ( r s = - 0 . 2 4 6 ,P < 0 . 0 1 ) , 睡 眠 障 害 ( r s =
- 0 . 1 9 5 ,P < 0 . 0 5 )と の 負 の 相 関 睡 眠 の 質 ( r s = 0 . 2 3 0 ,P < . 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 満 足 す
る 会 話 相 手 間 の 関 連 を 見 る と ， 配 偶 者 と の 会 話 満 足 と 友 人 と の 会 話 満 足 ( r s = - 0 . 1 9 1 ,P < 0 . 0 5 )と の 負
の 相 関 ， 配 偶 者 と の 会 話 満 足 と 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = 0 . 1 7 2 ,P < 0 . 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 子
ど も と の 会 話 満 足 と 孫 ・ ひ 孫 と の 会 話 満 足 ( r s = 0 . 2 0 5 ,P < 0 . 0 1 ) , 会 話 満 足 と 親 戚 と の 会 話 満 足 ( r s =
0 . 2 7 8 ,P < 0 . 0 1 ) , 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = 0 . 1 9 3 ,P < 0 5 )と の 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。 友 人 と の 会 話
満 足 と 満 足 す る 会 話 回 数 ( r s = 0 . 2 0 8 ,P < 0 . 0 1 ) と 正 の 相 関 が 認 め ら れ た （ 表 1 0 ) 。
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1 ） 外 出 頻 度 と 睡 眠 と の 関 連
先 行 研 究 で は ， 総 睡 眠 時 間 は 加 齢 に 伴 い 減 少 し ， 7 0 歳 代 で は ， 睡 眠 時 間 は 平 均 6 時 間 ま で 短 縮 す る こ と
や 睡 眠 潜 時 が 延 長 す る ' 3 ) こ と ， ま た ， 睡 眠 効 率 は 8 0 % 以 下 に な り や す い ' ‘ ' ) こ と が 報 告 さ れ て い る 。 本 研 究
で は ， 対 象 者 全 体 の 総 睡 眠 時 間 の 平 均 は 4 3 9 . 4 ± 8 5 . 1 分 ， 睡 眠 効 率 の 平 均 は 8 6 4 ± 1 6 . 4 % , 睡 眠 潜 時 の 平 均
は 2 5 . l ± 4 3 . 4 分 で あ っ た 。 総 睡 眠 時 間 は 7 時 間 か ら 8 時 間 で あ り ， 睡 眠 潜 時 の 延 長 も 少 な く ， 睡 眠 の 質 は 比
較 的 良 好 で あ る こ と ， ま た , P s Q I - J 総 合 得 点 が 4 . 9 9 ± 2 . 9 1 点 と 5 点 以 下 で あ る こ と か ら ， 睡 眠 の 状 態 は 概
ね 良 好 で あ る と 考 え る 。
先 行 研 究 に お い て は 外 出 頻 度 の 多 い 人 ほ ど 睡 眠 の 質 が 良 い こ と が 報 告 さ れ て い る 6 ) 。 本 研 究 に お い て も ，
日 常 的 な 活 動 と 睡 眠 と の 関 連 が 認 め ら れ ， 外 出 頻 度 の 多 い 人 は ， 睡 眠 時 間 は 短 く ， 日 中 の 覚 醒 困 難 は 少 な
く ， 睡 眠 の 質 は 良 好 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 世 帯 別 の 比 較 を し た 結 果 ， 夫 婦 世 帯 に 比 べ 一 人 暮 ら し
世 帯 の P s Q I - J 総 合 得 点 が わ ず か に 高 < , 外 出 頻 度 が 少 な い 傾 向 に あ っ た 。 ま た ， 年 齢 が 高 い 人 ほ ど 外 出
頻 度 が 少 な い こ と も わ か っ た 。 一 人 暮 ら し 世 帯 の 年 齢 構 成 を み る と ， 夫 婦 世 帯 に 比 べ 後 期 高 齢 者 の 割 合 が
高 い こ と か ら ， 一 人 暮 ら し 世 帯 に 外 出 頻 度 の 少 な い 人 が 多 い と 考 え ら れ る 。 睡 眠 を 調 節 す る サ ー カ デ イ ア
ン リ ズ ム に よ る 眠 気 の メ リ ハ リ は 加 齢 と と も に 低 下 す る と い わ れ て い る 。 一 方 ， 日 光 の よ う な 高 照 度 の 光
に は サ ー カ デ イ ア ン リ ズ ム を 調 整 す る 作 用 が あ る が ， 外 出 頻 度 の 低 い 人 は ， 高 照 度 光 を 浴 び る 時 間 が 短 く
な り ， 日 中 の 覚 醒 度 低 下 や 睡 眠 の 質 を 低 下 さ せ る 原 因 に な っ て い る と 考 え ら れ る 。 加 え て ， 日 常 的 な 活 動
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表10高齢者うつ状態と睡眠と精神的健康および会話交流との相関(n=157)
項目
年齢
性別
BMI
外出頻度
一人暮らし世帯
GDS
睡眠の質
睡眠潜時
睡眠時間
睡眠効率
睡眠困難
日中の覚醒困難
睡眠障害
楽しい話題
会話満足一配偶者
会話満足一子ども
会話満足一姉妹・兄弟
会話満足一孫・ひ孫
会話満足一親戚
会話満足一友人
会話満足一会話回数
19 20 212 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 l81
l.M
.101
-.024
-.266..
.096
-.036
.034
.023
.024
.㈹4
-.022
.001
.034
.301..
..049
.127
-.117
.035
.117
-.114
-.103
????????????
?????????????????????
1.㈹0
-.098
- 137
‐・133
.268.．
-.054
.012
.082
-.011
.238..
.177･
.118
-.295･･
.ll2
-.213.．
-.304..
-.092
.067
-.150
-.363。。
l.OOO
-.009
-.071
.035
-.032
-.073
.074
-.065
-.lll
.015
-.025
-.038
.006
.178｡
.164｡
-.025
.113
.092
.164
l.000
-.198･
-.262.。
.195･
-.080
-.231.。
-.ml
.088
-.229.．
‐.063
.llO
.172･
.047
.013
-.072
.058
.151
.314..
1.㈹0
．020
‐・141
.039
－．105
.089
．055
005
．056
.069
-.767..
-.028
.015
-.094
.027
.208..
-.193・
l.M
-.511..
.249掌．
.116
-.010
-.003
.362、．
､248..
-.438･･
-.ll4
.094
.090
.018
-.114
-.264..
-.354つ。
1.000
-.425..
.074
.193･
-.167･
-.288｡･
-.462..
.271..
.133
.052
-.039
.081
.133
.094
.203・
l."0
-.220･｡
-.269..
.290..
.129
520･｡
-.127
..029
.019
.083
-.055
-.132
-.043
-.246..
l.0"
480..
-.113
.178c
-.324..
-.011
.086
.229..
.噸
.180･
-.005
-.149
053
l.Om
-.203.
-.023
- 507･、
-.026
-.063
095
.ll8
.110
.121
-.091
-.033
1.000
.256..
.264..
-.094
.043
0.000
-.167･
-.003
.099
.038
-.123
l.000
.277oo
-.225“
-.052
-.030
.032
-.054
-.052
-.074
-.152
1.0m
-.160･
-.089
-.124
.l"
-.064
-.230c、
-.033
-.195｡
l.000
.053
.026
-.031
.114
.120
.105
350..
l.000
.010
-.㈹2
.108
-.019
-.191｡
172･
ｰ
今
1.0㈹
.017
205..
278..
-.ll7
.193･
l.Om
-.017
-.056
-.123
.046
l.MO
-.075
-.094
.075
??????．?
l.000
280 1.伽
(注)Spearman順位相関係数を用いた。．｡P<0．01．P<0.05
地 域 在 住 高 齢 者 の 睡 眠 と 精 神 的 健 康 お よ び 会 話 交 流 に 関 す る 研 究
で あ る 外 出 に は ， 趣 味 活 動 や 運 動 教 室 へ 通 う な ど ， そ れ 自 体 に 気 分 転 換 や 身 体 機 能 の 保 持 ・ 増 進 ， 友 人 た
ち と の 交 流 と い っ た 目 的 が あ り ， こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る こ と に よ り ， 精 神 状 態 に 良 い 影 響 を 与 え ， 良
好 な 睡 眠 に 寄 与 し て い る と 考 え ら れ る 。
2 ） 睡 眠 と 高 齢 者 う つ 状 態 と の 関 連
対 象 者 全 体 の G D S 得 点 の 平 均 は 2 . 9 ± 3 . 0 8 点 と 6 点 以 下 で あ る こ と か ら 概 ね 良 好 な 精 神 状 態 で あ る と 考 え
る 。 し か し な が ら , G D S 得 点 の 平 均 の 最 小 値 は 0 点 ， 最 大 値 は 1 5 点 の 範 囲 に あ り ，う つ 傾 向 な し 8 2 . 2 % ,
う つ 傾 向 1 5 . 3 % ・う つ 状 態 2 . 5 % で あ っ た 。 世 帯 別 で は ， 夫 婦 世 帯 に 比 べ 一 人 暮 ら し 世 帯 の G D S 得 点 が 高 く ，
ま た ， 性 別 で は ， 女 性 に 比 べ 男 性 に 多 い こ と か ら ， 特 に 男 性 の 一 人 暮 ら し 世 帯 に う つ 傾 向 ま た は う つ 状 態
の 人 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 先 行 研 究 で は ， 抑 う つ 度 と 睡 眠 は 高 い 関 連 性 が あ る と 報 告 さ れ て い
る 1 5 ) 。 ま た ， 性 別 で は ， 女 性 に 比 べ 男 性 に 多 い こ と も 報 告 さ れ て い る 1 6 ) 。 本 研 究 に お い て も ，こ れ ら を 支
持 す る 結 果 と な っ た 。 こ の こ と か ら ， う つ 傾 向 お よ び う つ 状 態 の 人 は ， 睡 眠 潜 時 や 日 中 の 覚 醒 困 難 が 高 く ，
睡 眠 の 質 は 低 く ， 不 良 な 睡 眠 状 態 に な り や す い こ と が 明 ら か に な っ た 。 そ こ で ， ど の よ う な 気 分 や 考 え 方
が 睡 眠 に 影 響 を 及 ぼ す か を 検 討 す る た め に ， 睡 眠 行 動 ( P s Q I - J ) 下 位 項 目 と 高 齢 者 う つ ( G D S ) 下 位 項 目
と の 関 連 を 検 討 し た 結 果 ， 「 毎 日 の 活 動 力 や 世 間 に 対 す る 関 心 が な く な っ て き た よ う に 思 う 」 気 持 ち が 強
い ほ ど 睡 眠 の 質 は 低 下 し ， ま た 「 今 の 生 活 に 満 足 し て い な い ｣ ， 「 生 き て い る こ と が 虚 し い よ う に 感 じ る ｣ ，
｢ 生 き て い る こ と が 虚 し い よ う に 感 じ る ｣ ， 「 普 段 は 気 分 が 悪 い ｣ ， 「 自 分 は 幸 せ な 方 だ と 思 わ な い ｣ ， 「 こ う
し て 生 き て い る こ と は 素 晴 ら し い と 思 わ な い ｣ ， 「 自 分 が 活 力 に 満 ち て い る と 感 じ な い 」 気 持 ち が 強 い ほ ど ，
日 中 覚 醒 困 難 が 高 く な る こ と が 明 ら か に な っ た 。 つ ま り ， 「 う っ 気 分 ｣ ， 「 ポ ジ テ ィ ブ 感 情 の 低 下 ｣ ， 「 エ ネ
ル ギ ー 減 退 」 を 感 じ て い る 人 ほ ど ， 睡 眠 行 動 に 悪 い 影 響 を 及 ぼ す と 考 え ら れ る 。
2 ． 谷 山 地 区 在 住 高 齢 者 の 会 話 交 流 が 睡 眠 お よ び 精 神 的 健 康 に 及 ぼ す 影 響
1 ） 会 話 交 流 の 状 況
本 研 究 に お い て は ， 対 象 者 全 体 の 一 回 の 平 均 会 話 時 間 は 3 3 2 ± 2 5 9 5 分 ， 一 日 の 平 均 会 話 時 間 は 6 9 . 9 ±
4 9 . 1 0 分 で あ り ， 一 人 暮 ら し 世 帯 5 9 . 3 ± 3 8 . 8 6 分 ， 夫 婦 世 帯 8 7 . 9 ± 5 9 . 0 8 分 と ， 夫 婦 世 帯 の 一 日 の 会 話 時 間 が 長
か っ た 。 対 象 者 全 体 の 一 日 の 会 話 回 数 お よ び 満 足 す る 会 話 回 数 は , l 回 以 上 が 8 0 ～ 9 0 % と 多 い が ，ほ と ん
ど 会 話 し な い 人 も 1 0 % 程 度 い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 世 帯 別 の 比 較 を し た 結 果 で は ， 一 日 の 会 話 回 数 お
よ び 満 足 す る 会 話 回 数 と も に ， 夫 婦 世 帯 に 多 い こ と が わ か っ た 。 楽 し い 話 題 は ， 世 帯 別 と も に 世 間 話 や テ
レ ビ ・ ラ ジ オ ， 趣 味 ， 健 康 に 関 す る 話 題 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 世 帯 別 の 比 較 を し た 結 果 ， 家 族 に
関 す る 話 題 は 夫 婦 世 帯 が 多 く ， テ レ ビ ・ ラ ジ オ に 関 す る 話 題 は 一 人 暮 ら し 世 帯 に 多 い こ と が わ か っ た 。 会
話 を す る 場 所 は ， 各 世 帯 と も に 自 宅 や 趣 味 の 場 所 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 世 帯 別 の 比 較 を し た 結 果 ，
夫 婦 世 帯 に 自 宅 で 会 話 し て い る 人 が 多 い こ と が わ か っ た 。 会 話 交 流 に お い て 対 象 者 全 体 で は 会 話 が 好 き な
人 が 8 6 0 ％ と 多 く ， 一 人 暮 ら し 世 帯 は 8 8 . 4 ％ ， 夫 婦 世 帯 は 9 1 . 5 % と ， 一 人 暮 ら し 世 帯 に 会 話 を 好 む 人 が 少 な
い 傾 向 が あ り ， 年 齢 が 高 い 人 や 女 性 に 会 話 を 好 む 人 が 多 い こ と ， ま た ， 会 話 を 好 む 人 ほ ど 満 足 す る 会 話 回
数 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 加 え て ， 外 出 頻 度 が 多 い ほ ど 満 足 す る 会 話 回 数 も 多 い こ と が わ か っ た 。
満 足 す る 会 話 の 相 手 を 見 る と ， 対 象 者 全 体 で は ， 友 人 ， 子 ど も や 配 偶 者 ， 姉 妹 ・ 兄 弟 が 多 く ， 一 人 暮 ら し
世 帯 は 友 人 と の 会 話 に 満 足 し て い る 傾 向 が あ り ， 夫 婦 世 帯 は 配 偶 者 や 友 人 と の 会 話 に 満 足 し て い る こ と が
明 ら か に な っ た 。 ま た ， 子 ど も と の 会 話 に 満 足 し て い る 人 ほ ど ， 孫 ・ ひ 孫 や 親 戚 と の 会 話 に 満 足 し て い る
人 が 多 い こ と も わ か っ た 。 こ の こ と か ら ， 今 回 の 対 象 者 の 会 話 交 流 の 多 く は 自 宅 に お い て ， 友 人 ， 子 ど も
や 配 偶 者 ， 親 族 と い っ た ‘ 親 し み の あ る 身 近 な 人 間 関 係 に お け る 会 話 交 流 が 多 く ， ま た ， 趣 味 の 活 動 や 健
康 教 室 な ど の 社 交 的 活 動 の 場 で の 会 話 交 流 が 多 い と 考 え る 。 満 足 す る 会 話 回 数 の 多 さ か ら も わ か る よ う
に ， 高 齢 者 に と っ て は ， こ れ ま で 築 き あ げ て き た 親 し い 友 人 関 係 ， 子 ど も や 配 偶 者 な ど と の 会 話 交 流 は ，
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社 会 的 活 動 の 幅 が 狭 く な り や す い 高 齢 期 に お い て ， 価 値 観 を 共 有 で き る 同 年 代 と の 交 流 や 健 康 に 関 心 を も
つ 人 達 と の 交 流 を 可 能 に す る 。 趣 味 の 活 動 や 健 康 教 室 な ど の 社 交 的 活 動 の 場 で の 会 話 交 流 は ， 日 常 的 に 可
能 な 社 会 的 交 流 と 考 え ら れ る 。 今 回 の 対 象 地 区 で あ る 谷 山 地 区 在 住 の 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 に お い て
は ， 配 偶 者 や 子 ど も ， 姉 妹 ・ 兄 弟 ， 親 戚 な ど の 家 族 間 の 会 話 交 流 が 多 く ， ま た ， 社 交 的 活 動 の 場 で の 会 話
交 流 が 多 い こ と か ら ， 親 密 な 社 会 的 交 流 を す る こ と が で き て い る と 考 え る 。
2 ） 会 話 交 流 と 睡 眠 お よ び 精 神 的 健 康 と の 関 連
本 研 究 に お い て ， 会 話 を 好 む 人 ほ ど 日 中 の 覚 醒 困 難 や 睡 眠 障 害 が 低 く ， 睡 眠 の 質 が 良 好 で あ る こ と が 明
ら か に な っ た 。 ま た ， 満 足 す る 会 話 回 数 が 多 い 人 ほ ど 睡 眠 潜 時 は 短 く ， 睡 眠 障 害 が 少 な く ， 睡 眠 の 質 が 良
好 で あ る こ と も 明 ら か に な っ た 。 さ ら に ， 満 足 す る 会 話 の 相 手 に お い て は ， 子 ど も や 孫 ・ ひ 孫 と の 会 話 に
満 足 し て い る 人 ほ ど 睡 眠 時 間 が 長 か っ た 。 一 方 ， 姉 妹 ・ 兄 弟 と の 会 話 に 満 足 し て い な い 人 ほ ど 睡 眠 困 難 が
高 く ， 親 戚 と の 会 話 に 満 足 し て い な い 人 ほ ど 睡 眠 障 害 が 多 か っ た 。 高 齢 者 う つ 状 態 と の 関 連 に お い て は ，
会 話 を 好 む 人 ほ ど 高 齢 者 う つ 状 態 の 人 が 少 な い こ と も 明 ら か に な っ た 。 友 人 と の 満 足 す る 会 話 回 数 が 少 な
い 人 や 満 足 す る 会 話 回 数 の 少 な い 人 ほ ど う つ 傾 向 や う つ 状 態 の 人 が 多 い こ と が わ か っ た 。 先 行 研 究 に お い
て 楽 し い 会 話 は ， 短 時 間 で あ っ て も 自 律 神 経 系 の 働 き を 活 発 化 し ， 終 了 後 に 心 の 充 実 感 や リ ラ ッ ク ス 効 果
が 増 加 す る こ と が 報 告 さ れ て い る 5 ) が ， 本 研 究 に お い て も 同 様 の こ と が 期 待 で き る 結 果 と な っ た 。 す な わ
ち ， 家 族 間 や 社 交 的 活 動 の 場 で の 楽 し い 会 話 交 流 は ， 価 値 観 を 共 有 す る こ と が で き ， 信 頼 関 係 を 深 め る こ
と が 考 え ら れ る 。 そ の 結 果 ， 心 身 の 安 寧 を 維 持 す る こ と に な り ， 良 好 な 睡 眠 や 精 神 的 健 康 の 維 持 に 繋 が る
こ と が 考 え ら れ る 。
以 上 の こ と よ り ， 社 会 的 交 流 の 一 つ で あ る 会 話 交 流 は ， 高 齢 者 の 睡 眠 と 精 神 的 健 康 に 良 い 影 響 を 与 え て
い る こ と が 示 唆 さ れ た 。 し か し な が ら ， 身 近 な 人 間 関 係 や 同 年 代 の 人 と の 会 話 交 流 に 偏 り ， 様 々 な 世 代 と
の 会 話 交 流 が 少 な い こ と も 推 察 さ れ る 。 ま た 一 方 で は ， ほ と ん ど 会 話 を し な い 人 も 存 在 し て い る こ と や ，
一 人 暮 ら し 世 帯 の 男 性 に 会 話 を 好 ま な い 人 が 多 く ， ま た ， 満 足 す る 会 話 回 数 も 少 な く ， う つ 傾 向 や う つ 状
態 の 人 が 多 く ， 睡 眠 に 問 題 を 抱 え て い る 人 が 多 い と い う こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ま で ， 地 域 に お い て
行 政 や 地 域 住 民 に よ る 声 か け や 見 守 り 活 動 な ど が 行 わ れ て い る が ， 現 在 の 家 族 ネ ッ ト ワ ー ク や 近 隣 ネ ッ ト
ワ ー ク な ど の 社 会 的 ネ ッ ト ワ ー ク を 維 持 し な が ら ， 地 域 の 実 情 に 合 わ せ た 高 齢 者 支 援 の あ り 方 を 検 討 し て
い く こ と が 必 要 と 考 え る 。
Ⅵ ． 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題
本 研 究 は ， 一 地 域 に 限 ら れ た 横 断 調 査 で あ る た め ， 一 般 化 に は 限 界 が あ る 。 睡 眠 行 動 に つ い て は ， 主 観
的 な 睡 眠 調 査 で あ っ た た め ， 今 後 は ， 客 観 的 な 睡 眠 一 覚 醒 リ ズ ム や 会 話 交 流 が 自 律 神 経 系 に 与 え る 効 果 に
つ い て 客 観 的 な デ ー タ に 基 づ く 分 析 が 必 要 と 考 え る 。 ま た ， 他 の 地 域 で の 調 査 や 縦 断 的 研 究 を 実 施 す る こ
と に よ り ， よ り 具 体 的 な 支 援 に つ い て 検 討 し て い く こ と が 課 題 で あ る 。
Ⅶ 、 結 論
地 域 在 住 高 齢 者 の 睡 眠 と 精 神 的 健 康 お よ び 会 話 交 流 に つ い て ， 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 と の 比 較 を し
た 結 果 ， 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。
1 ． 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 と も 概 ね 良 好 な 睡 眠 の 状 態 で あ る 。
2 ． 一 人 暮 ら し 世 帯 と 夫 婦 世 帯 と も 概 ね 精 神 的 健 康 な 状 態 で あ る 。
3 ． 家 族 間 の 会 話 交 流 や 社 交 的 活 動 の 場 で の 会 話 交 流 が 多 く ， 親 密 な 社 会 的 交 流 を す る こ と が で き て い
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地 域 在 住 商 齢 者 の 睡 眠 と 洲 神 的 健 旗 お よ び 会 話 交 流 に | 卿 す る 研 究
る 。
4 ． 会 話 交 流 は 睡 眠 と 精 神 的 健 康 に 良 い 影 響 を 与 え て い る 。 一 方 ， ほ と ん ど 会 話 を し な い 人 も 存 在 し て
い る た め ， 地 域 の 実 情 に 合 わ せ た 高 齢 者 支 援 の あ り 方 を 検 討 し て い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。
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